
ピ

エ

ト

ロ

・

ロ

ン

ギ

の

風

俗

画

野

口

栄

子

序

十

八
世

紀

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
生
ん
だ
ひ
と
り

の
画

家

i

ピ

エ
ト

ロ

・
ロ
ン
ギ

(
一刈
O
N
～
一
刈
○◎
窃
)

の
作

品
は
、
当
時

の
イ
タ
リ

ア
の
画
壇

の
中

で
も
新

し

い
傾
向

を

示

し
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
体

に
流
行

し
た

ロ
コ
コ
様

式

の

】
翼

を
荷
う
も

の
と
考
え
ら

れ
て
い
る

(
後
注

④
)
。

彼

の
画
面
は
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
そ

の
当
時

の
貴
族
や
庶

民

の
日
常
生
活
を

こ
ま
か
く

描

い
た
も

の
で
あ
り
、
彼

は
ま

さ
に
欄
熟
期

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
ふ
さ
わ
し

い
画
家

で
あ

っ
た
。
ま

た
生
涯

に
わ
た

っ
て
同

一
主
題
を
同

一
様

式

で
描

き

つ
づ
け

た
こ
と
に
よ

っ
て
も

、
絵
画
史

上
で
注

目
さ
れ
る
存
在

で
あ

る
。

し
か
し
な
が
ら

}
見
な
に
げ

な
く
描

き

つ
づ
け

ら
れ
た

か

の
よ
う

に
み
え
る
同

一
主
題
や
同

一
様
式
も

、

そ
れ
を
多
少
と
も
詳

細
に
検
討
す

る
と
、

か
な
り

の
緊
張

と

変
化

を
内

包
し

な
が
ら
展
開

し

て

い
る

こ
と
が
判

明
す
る

。

こ
こ
で
は

ロ
ン
ギ

に
お
け

る
そ

の
よ
う

な
傾

向
を
指
摘
し
、
同

一
主
題
や
同

一
様
式
と
考

え
ら
れ

て
い
る
も

の
を
維
持

す
る
契
機

に

つ
い
て
考
察
す

る

一
助
と

し
た
い
。

ま
す
ー

ロ
ン
ギ

の
伝

記
を
、
当
時

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
や

画
壇

と
の
関
係

や
彼

に
か
ん
す
る
研
究
史

と
と

も
に
あ
と
づ
け
、

H
画
面

の
特
色
を

主
題

と
表
現
様

式
の
両

面

か
ら
検
討

し
、
皿
作
品

の
展
開

に
お
け

る
変
化
と
連
続

の
関

係
を
考
察
し

た

い
。
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1

ピ

エ
ト

ロ

・
ロ
ン
ギ

(軍
2
8

じ
o
コ
αq
ゴ
一)
は

一
七
〇

二
年
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

に
誕
生

し
た

(後
注
⑧
)
。

銀
細
工
師

フ

ァ
ル
カ

(聞
巴
窪

)

の
息
子

で
あ
り
、

ロ
ン
ギ

は
生

後

に
呼
び
名

と
し

て
付
け

ら
れ
た
名
前

で
あ
る
。
十

八
世

紀
初
頭

に
誕

生
し
、

十
八
世
紀

の
ほ
ぼ
全
体

に

わ
た

っ
て
そ

の
生
涯

を
送

っ
た
わ
け

で
あ

る
。
当
時

の
イ
タ
リ

ピ

エ
ト
ロ
・
ロ
ン
ギ
の
風
俗
画



ピ

エ
ト
ロ
・
ロ
ン
ギ
の
風
俗
画

ア
は
、
桑

原
武
夫

氏

に
よ
れ
ば
、

ス
ペ
イ

ン
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
と
と
も

に
南

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
圏

内

に
属
し
、
次

第
に
海

上
権

を
失

い
、
自
然

資
源

に
乏
し

い
と

こ
ろ
か
ら
貧

困

化
し

て

い
た
。

カ
ト
リ

ッ
ク
反
動
が
自

由
な
知

性
を

殺
し

、

貴
族

は
惰
眠

を

む
さ
ぼ

り
、

ブ

ル
ジ

ョ
ワ
ジ

ー
は

の
び

な
や
み
、

農

民
は
王
権

の
保
護

に
依
存

し

て
い
た

(参
考

文
献
⑫
)
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
は
イ

タ
リ

ア
の
中

で
も

北
部

に
属
し
、

東
西
交

通

の
要
路

で
あ

り
、

共

和
国

と
し

て
か

な
り
自
由

な
立
場

に
あ

っ
た
が
、

全
体
と

し

て
は
栄

光

の
時
期

か
ら

残
落

の
時
代

へ
向

い

つ

つ
あ
り
、

十
六
世
紀

に
比
較

す
れ
ば

貴
族

の
数
も

か
な
り

減
少

し

て
い
た

(後

注
◎

)
。

ロ
ン
ギ

の
死
後

ま
も

な

い

一
八

一
二
年

に
は
、

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
は
ナ
ポ

レ
オ

ン
に

よ

っ
て
占

領
さ
れ
、

そ

の
後

オ
ー

ス
ト

ー2
1

に
移
管

さ

れ
た
り
す

る
。

ロ
ン
ギ

の
生

き

て
い
た
時
代
は

ま

さ
に
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
栄
光

の
最
後

の
時

代
と
考

え
ら

れ
る

の
で
あ

る

。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
は

元
来

、
紀

元
五
～

六
世
紀

に
蛮

族

の
侵

入
を
防

ぐ
た
あ
、

海

上
に
人

口
的

に
造
営

さ
れ

た

都

市

で
あ
り
、
後

期

ピ
サ

ン
チ

ン
様

式

の
サ

ン

マ
ル

コ
寺

院

を
中

心

に
、

水

の
都

と
し

て

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も

ひ
ろ
く
知
ら

れ

て
い
た
。
と

く

に

ロ
ン
ド

ン
あ
た
り

と
提
携

し

て
も

て
は
や

さ
れ
る

カ
ナ

レ

ッ
ト

(Ω
o
〈
き

三

〉
三
〇
三
〇
〇
き

巴
①
馨
o

δ
Φ①
～
嵩

①c。
)

の
よ
う

な
風
景

画
家

も
当
時
存

在
し

て

い
た
が

、

い
わ

ゆ
る
観
光

の
た

め
に
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
に

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人

ん
、
が
集

り
、

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
の
風
景
画
を
購

入
す

る

の
は
、

ロ
ン
ギ

よ

り
す

こ
し
後

の
グ

ァ

ル
デ

ィ

(哨
舜
昌
∩
①ω
8

0
§

三
圃
一
ご
b。
～

ミ
⑩
G。
)

な
ど

の
時
代

で
あ
り
、

ロ
ン
ギ

の
活
躍

し

た
時

代

の
、
と

く

に

ロ
ン
ギ

の
市

場
は
、

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア

の
貴
族

た
ち

で
あ

っ
た

(後

注
⑪
)
。

そ

の
貴

族
も
次
第

に

か

つ
て
の
権

力
や
勢
力

を
失

い

つ

つ
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

そ
し

て
改
革
さ
れ

な

い
保
守

的

で
惰

性
的

な
社
会

機
構

の
中

で
、

一
種

の
退
廃
的

な

ム
ー

ド
と
束

の
間

の
遊
び

を
求

め
る

風
潮

が
貴
族

た
ち

に
た
だ
よ

っ
て
い
た
。

そ
れ

か
ら

そ
の
よ
う
な
貴

族
た

ち

の
家

に
寄

宿
し

て

い
る
人

々
や
召
使

た
ち
、
庶

民
、

求
済
策

の
な

い
ま

ま

の
貧

民

た
ち

(後

注
③
)

に
よ

っ
て
成
立

し

て
い
る
十

八
世

紀
初

頭

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
、

ロ
ン
ギ
は

生
誕
し

た

わ
け

で
あ

る

(参
考

文
献

⑳
)
。

他

の
多

く

の
す
ぐ
れ

た
画
家
と
同
様

に
、
幼

時

か
ら
絵
画

に
才

能
を

示
し

た

ロ
ン
ギ

は
、
最
初

は
父
親

の
手

ほ
ど

き
を
う
け

、

一
七

一
九
年

ま

で
の
数

年
間

を

ベ

ル
ガ

モ
の
パ

レ
ス
ト
ラ

(〉
昌
けO
旨
同O

切
鋤
】①
ω辞一,鋤
)

と

い
う
画
家

に

つ
い
て
学
び
、

こ
の
年

に
師

の
す
す

め

で
ボ

ロ
ー

ニ
ア
に
行

っ
た
。

そ
し
て
約

十
年

間

ボ

ロ
ー

ニ
ア
に
と

ど

ま
り
、

ク

レ
ス
ピ

(9
二
ω
①薯

①
ζ
巴

m
ρ

①ω
且

一
①
①
α
～
旨

ミ
)

に
師
事

し
、

一
七

三
〇
年

に
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
に
帰
国

し
た
。

以
後

は
終

生
を

生
れ
故
郷

で
あ

る
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
過
す

こ
と
に
な

る
の

で
あ
る
。

ボ

ロ
ー

ニ
ア
時

代

の
こ
と

に

つ
い
て
は
、

と
く

に

こ
こ
で
取

扱

う

必
要
と
余
裕

を
も

た
な

い
が
、

い
わ

ゆ
る
ボ

ロ
ー

ニ
ア
派

の

も

つ
堅
実

で
自
然
主

義
的
な
描

写
法
と
、

ク

レ

ス
ピ

の
も

つ
庶
民

生
活

へ
の
愛
情

と

い

っ
た
も

の
を
身

に

つ
け

た
と
思
わ
れ

る
。
事

実
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
に
帰

国
し

て
ま

も

な

く

(す
く

な
く
と

も

一
七
四

〇
年
頃

ま

で
に
)
描

い
た
と

思
わ
れ

る

「
羊

飼

い
の
少
女
」

の
ポ
ー
ズ

や

描
法
は
、

ク

レ

ス
ピ

の

「
蚤
を

と

る
女
」

に
酷
似

し

て
い
る
と

指
摘

さ
れ

て
い
る

(参
考

文
献

⑳
)
。
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野

ロ
図
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1

蓼

監
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図 版 ① コン サ ー ト、1741年 、 ア カ デ ミア美

術 館 、 ヴ ェ ネ ツ ィァ 、60×48cm

鶴

執
蒲
薩

姦

鰹

ず

伽

1蓬

年雛柑'嬬 怖

惣轟1 翫'_諦

図 版 ② 洗 礼(サ ク ラ メン ト)、1740年 代 、

ケ リソ ・ス タ ンパ リア絵 画 館 、ヴ ェ ネ ッ ィァ 、

60×49cm

擁
魂
望

図 版 ③ ポ レソ タ(農 民 の 生 活)、1740年 代 、

カ ー ・レ ッ ツ ォニ コ 、 ヴ ェ ネ ツ ィア 、61×50

ず 　

轡 灘
'海5'・

愚

絃㌻壷 讐

薪婁
〆'灘 一

図 版 ④ 薬 屋 の 店 先 、1752年 頃 、 ア カデ ミァ

美 術 館 、 ヴ ェ ネ ツ ィア 、60×48cm

cm

塾1
愚
馨
欝
懸
饗

餐
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1ヂ 黛

撫繋
霞 蝿犠盤 ハピ

図 版 ⑤ 仮 装 の 人物 、1757年 頃 、 カ ー ・レ ッ

ッ ォ ニ コ、 ヴ ヱ ネ ツ ィア 、61×49cm

　が イ

〆懲

鱗 辮 〆
"嚇 葦

ミ

灘
蟻

Y3'

聲

鍮

磁

礁
鞭

、

W

徴

臨

譜
護
熟

.携
離
縫
耀
灘
灘
麟

図 版 ⑥ 巨 人 マ グ ラ ス 、1757年 、 カ ー ・レ ッ

ッ ォニ コ、 ヴ ェ ネ ツ ィァ 、61×50cm



薪

爆
・護 略
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ゾ 縄

進　藩 州
囎董

罫

乏
、
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野

ロ

図

版

11

図 版 ⑦ 居 酒 屋 、1760年 代 中 頃 、 ケ リニ ・ス

タ ソ パ リァ 絵 画 館 、 ヴ ェネ ツ ィァ 、60×49

cm

図 版 ⑧ ラ イ オ ン シ ・一 、1767年 、 ケ リニ ・

ス タ ソ パ リァ絵 画 館 、 ヴ ェネ ツ ィァ 、61×50

cm

ー

ギ
潔

灘艦
も

騰遅
颪毒

鵜ド極

慧諺 ド
融繋鹸藤

纒
%暫

夢

図 版 ⑨ 猟 銃 の 準 備 、1760年 代 中 頃 、 ケ リニ

・ス タ ン パ リア絵 画 館
、 ヴ ェネ ツ ィァ 、61×

50cm

ミ

～

緊

.ー

欝

!鯉

轡 謙

導

図 版 ⑩ ガ ナ ソニ の 肖像 画 、1774年 、 カ ー ・

レ ッッ ォニ コ、 ヴ ェネ ッ ィァ 、42×26cm

(部 分)

響
お り　

禽 ・

けが ノち ノ る

蕩驚耀
騨

ツレ一

m

カ

C

、

47

頃

×

年

60

76

、

17

ア

、

イ

ア

ツ

コ

ネ

コ

ェ

の

ヴ

朝

、
コ

⑪

二

版

オ

図

ツ

図 版 ⑫ ミキ エ ル 家 の 肖 像 画 、1780年 、 ケ リ

ニ ・ス タ ソパ リア絵 画 館 、 ヴ ェ ネ ツ ィァ、49

×61cm



ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
帰

国
後

の
ロ
ン
ギ
は
、

サ

ン

・
ペ
リ

グ

リ

ノ
教
区

に
居

住
し
、
当
時

の
画
家

カ

モ

ッ
ツ
ィ

(「
一.鋤
5
∩①
QなO
O
()①
=
μO
N
N
一)

の
も
と

で
、

サ

ン

・
ペ

ル
グ

リ
ノ
教
会

に
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
大
画
面

(
一
七

三
〇
年

〉

や
、

歴
史
画

(
一
七

三
二
年
)
、
「
マ
ギ

の
礼

拝
」

(
一
七

三
三
年
)
、

サ
ク

レ
ド
家

の
階
段

の
天

井

の
フ

レ
ス

コ

画

(
一
七

三
四
年
)

な
ど
を
描

い
て

い
る
。

そ

の
間

↓
七

三

二
年

に
結
婚
し

、
翌

三
三
年

に
は
息

子
の

ア
レ

ッ
サ

ン
ド

ロ

・
ロ
ン
ギ
が
誕
生

し
た
。

そ
の
後

一
七

三
七
年

に
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
画
家

組
合

に
登
録
し
、

一
七

四
〇
年

に

は
以
後

の
終
生

の
住

居
と
な

っ
た

サ
ン

・
パ

ン
タ

ロ
ン
教

区

に
住

む
よ
う

に
な

っ
た
。

そ
し

て

こ
の
頃

か
ら

同
時

に

ロ
ン
ギ

の
終

生
の
主
題

で
あ
る
小
画

面

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
風
俗
画

が
描

か
れ

は
じ
め

る
こ
と

に
も
な

る

の
で
あ
る
。
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

へ
の
帰
国

後
も
大
画
面

や

歴
史

画
を
描

い
て
い
た

ロ
ン
ギ

が
な
ぜ

こ
の
頃
か
ら
彼

の
生
涯

の
課
題
を
見
出

し
、
描
き

つ
づ

け

る
よ
う

に
な

っ
た
か
は
明
瞭

で
な

い
。
日
付

の
明
確
な
も

の
と
し

て
は

明
ら

か
に
数
年
間

の
ブ

ラ

ン
ク

が
み
ら
れ

る
の

で
あ

る
。

し
か
し

な
が
ら
そ

の
間

に
画
家

組
合

に
登
録

を

し

て
い
る
こ
と
は
、
創
作

意
欲
が
充

分
に
存
在
し

た

こ
と

を
示

し

て

い
る
。

何
よ
り
も

こ

の
プ

ラ

ン
ク

の
あ

と

の

ロ
ン
ギ

の
個
性
を

た
た

え
た
作

品
が

そ
の
意
欲
を
明

瞭

に
示
し

て
い
る
の

で
あ

る
。
ピ

ニ
ャ

ッ
テ

ィ
に
よ
れ
ば

、

フ
ラ

ン
ス
の
版
画

家

フ
リ

ッ
パ
ー

ル

(匂
o
°。
。喜

男
言

餌
昌

μ
刈
卜。
一～

嵩
⑩
刈
)

が

一
七

三
七

年
か
ら

一
七
五
〇
年

ま

で
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
滞
在
し

た
。

フ
ーー

ッ
パ
ー

ル
は
後

に

ロ
ン

ギ

の
作
品

を
版

画
化
し

て
お
り
、
親

交
が
あ

っ
こ
と
は
確

実

で
あ
り
、

フ
リ

ッ
パ
ー

ル
の
携

え
た
ヴ

ァ
ト

ー
や
そ

の
他

の
フ
ラ

ン
ス
の

ロ
コ

コ
の
画

家
た
ち

の
版

家
が

ロ

ン
ギ

に
与

え
た
影
響
は
無
視

で
き
な

い
と
さ
れ

て

い
る

(参
考
文
献

⑳
お

よ
び
⑳

⑬
)
。

ま

た
ヴ

ァ
ト

ー

の
生
前

に
ヴ

ァ
ト
ー

に
親
し
く
師
事

し

た
数

少

い
画
家

の
ひ
と

り

で
、
女
流

の
カ
リ

エ
ラ

(匁
o
°。巴
げ
9

Ω
o
～・巷

三

〇
鋤
三

①
養

一①
誤

～
嵩
雪
)

は
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
か
ら

パ
リ

へ
行

っ
て
ヴ

ァ
ト
ー
を
知
り

そ

の
晩

年

に
教
え
を

う
け

て

い
る
が
、

当
時

。パ
リ
か
ら
戻

っ
て
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
居
住

し

て
お
り
、

ロ

ン
ギ

と
何
ら

か
の
形
態

で
交

友

が
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る

(同
上
)
。

そ

の
よ
う
な
点

か
ら

こ

の
数

年
間

に

ロ
ン
ギ

の
上

に
決
定

的
な
数

々
の
影
響

が
加

り
、

そ
れ
が

こ
と
ご

と
く

フ
ラ

ン
ス
の

ロ
コ

コ
の
も

つ
日
常
的
な
軽
快

な
小
型

の
画

面

へ
と

ロ
ン
ギ
を

か
り
た

て
る
結
果

に
な

っ
た
と

い
う

こ
と
が
可
能

で
あ

る
。

ロ
ン
ギ
は

こ

の
時
期

に

フ
ラ

ン
ス
の

ロ
コ
コ
と

の

絶
対
的

な
同

一
化

を
自
覚

し
た

の
で
あ

ろ
う
。

お
そ
ら
く
ヴ

ァ
ト

ー

の

「
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
の
祭
り
」

(
後
注
⑪
)

の
版
画

を

み

た

こ
と
も
あ

る

で
あ

ろ
う
。

ヴ

ァ
ト

ー
に

よ

っ
て
確

立
さ
れ
た

と
考

え
ら
れ

て
い
る

フ
ラ

ン
ス
の
十
八
世

紀

の

ル
イ
十

五
世
時
代
を
中

心
と
す

る

ロ
コ
コ
様

式
は
、
絵

画

の
上

で
は
主
題

の
日
常
性
、
福

話
や
物
語

に
主
題
を

と
る
に
さ

い
し
て
も
日
常
親

し
み
や
す

い
も

の
、
表

現

の
軽
妙
さ
、
画

面

の
小
型
化

、
肖
像

画

の
隆
盛

な
ど

の
傾

向

を
示
し

た
が
、

ロ
ン
ギ
を
し

て
ま
さ
に

「
も

う

一
人

の
ヴ

ァ
ト
ー
」

(参

考
文
献

⑧
)

た
ら

し
め
た
も

の
は
、

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア

の
日
常
的

な
主
題
、
表

現

の
軽
妙

さ
、
画

面

の
小
型
化

な
ど

で
あ

っ
た
。
画
面

の
大
き

さ

に

つ
い
て
は
、

ロ
ン
ギ

の
発
見
し
た
標
準

的
な
寸
法

は
、

60

㎝

×
48

㎝
の
縦
型

の
カ

ン
ヴ

ァ
ス
で
、

当
時

と
し

て
は
小

型

で
あ

っ
た
。

と
き

に
は
横

型
も
み
ら

れ
る
が

、

以
後

ロ
ン
ギ

は

こ
の
寸
法

を
中

心
に
、
多

少

の
変
化

は
あ
り

な

ピ

エ
ト
ロ

・
ロ
ン
ギ
の
風
俗
画

一59一



ピ
エ
ト
ロ
・
ロ
ン
ギ
の
風
俗
画

が
ら
終
生
ま

っ
た
く
変
る
こ
と
の
な
い
態
度
で
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
風
俗
画
と
と
り
く
ん
だ
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ギ
の
ロ
コ
コ
的
な
特
色
を
示
す
こ
の
よ
う
な
画
面
の
最
も
は
や
い
日
付
は

一
七
四

一
年
で
あ
り
、
そ
の
作
品
は

「
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る

(図
版

①
)
。
日
付
が
明
瞭
な
の
で
、

こ
の
作
品
は

ロ
ン
ギ
の
風
俗
画
の
初
期
の
代
表
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
お
そ
ら
く
ど
こ
か
の
邸
宅
の

一
室
内
で
三
人

の
男
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
奏
で
て
い
る
。
中
央

の

一
人
は
東
欧
風
の
服
装

で
、
左
手
む
こ
う
に
は
二
人
の
男
が
腰
か
け
て
ト
ラ
ン
プ
遊
び
を
し
て
い
る
。
奥

に
い
る

一
人

の
男
は
召
使
で
あ
ろ
う
か
。
全
部
で
六
名

の
人
物
と
、
楽
譜
の
散
ら
ば

っ
た
様
子
、
右
手
前

の
椅
子
の
上
に
は
小
犬
が

一
匹
描
か
れ
て
い
る
。
構
図
の
上
か
ら
フ
ラ
ン
ス

の
絵
画
の
影
響
を
指
摘
す
る
研
究

(参
考
文
献
⑳
)
も
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
画
面
構
成
は
、
実
は
そ
れ
以
後
ひ
き

つ
づ
き

ロ
ン
ギ

の
画
面
を
特
徴
づ
け
る
も

の
で
、
斜

め
上
か
ら
や
や
み
お
ろ
し
た
形
で
、
描
写
対
象
で
あ
る
場
面
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
日
付
が
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
、
同

一
時
代
と
考
え
ら
れ
る
多
く

の
類
似

の

作
品
が
存
在
し
、
彼

の
独
壇
場
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後

一
七
四
五
年
に
は
サ
ン

・
パ
ン
タ

ロ
ン
の
ロ
レ
ト
の
聖
母
礼
拝
堂
が
完
成
し
、

こ
れ
に
ロ
ン
ギ
が
フ
レ
ス
コ

で
壁
画
を
描
い
て
い
る
。
珍
し
く
大
画
面
の
仕
事

で
あ
る
。
し
か
し
も
は
や
初
期

の
大
作

の
よ
う
な
大
仰
な
大
画
面
形
式
で
は
な
く
、
壁
画
全
体
が
童
画
の
よ
う
な
聖
母

子
や
天
使
、
聖
人
や
聖
女
の
行
列
で
埋
ま
り
、
詩
情
あ
ふ
れ
る

ロ
ン
ギ
の
到
達
し
た
世
界
を
大
画
面
の
中
に
展
開
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
前
後
か
ら

「
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
」

の

連
作
と
農
民
の
主
題
も
描
か
れ
、

一
七
五
〇
年
頃
は
再
び
家
族
生
活
、
仮
面
の
人
物
、
肖
像
画
な
ど
が
増
え
て
い
る
。

一
七
五
六
年
に
は
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
絵
画
ア
カ
デ

ミ
ー
の
主
要
メ
ン
バ
ー

の

一
入
と
な
り
、

一
七
八
〇
年
ま
で
そ
の
教
授
で
あ
り
、

晩
年
は
肖
像
画
の
注
文
が
多
か

っ
た

(後
注
⑥
)
。

ま
た

一
七
六
三
年
に
は
ピ
サ

ニ
家

の
創
立
し
た
絵
画
と
版
画
の
学
校

の
校
長
と
な
り
、

一
七
六
六
年
ま
で
そ
の
職
に
あ

っ
た
。

一
七
八
五
年
五
月
八
日
胸
の
病
気
で
般
し
て
い
る
。
八
十
三
才

で
あ
る
。

ロ
ン
ギ
の
評
価
は
、
す
で
に
彼
の
生
前
か
ら
高
く
、
現
在
に
至
る
ま
で
各
種
の
研
究
が
跡
を
た
た
な
い
。
ま
ず

ロ
ン
ギ
の
生
前
に
書
か
れ
た
オ
ル
ラ

ン
デ

ィ
の

「
ヴ

ェ

ネ

ツ
ィ
ア
の
画
家
伝
」

(参
考
文
献
③
)
に
は
、

ロ
ン
ギ
が
ボ

ロ
ー

ニ
ア
派
か
ら
出
て
独
自
の
画
風
を
ひ
ら

い
た
こ
と
、

ス
ケ
ー

ル
は
小
さ
い
が
日
常
会
話
や
遊
戯
の
場

面
、
仮
装
舞
踊
会
な
ど
を
主
題
に
人
々
に
も
て
は
や
さ
れ
る
絵
画
を
描
き
、
値
段
が
高
く
、
ま
た
版
画
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
息
子
の
ア
レ
ッ
サ

ン
ド
ロ

・
ロ

ン
ギ

の

「
画
家
列
伝
」

(参
考
文
献
⑥
)

に
も
、
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
す

べ
て
の
貴
族
か
ら
賞
讃
さ
れ
愛
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
以
前

の

一
七
五
〇
年
に
は
、

劇
作
家

の
ゴ
ー

ル
ド

ニ
に
よ

っ
て
ロ
ン
ギ
を
賞
え
る
ソ
ネ

ッ
ト
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
。

(参
考
文
献
②
)

「
真
実
を
求
め
る
絵
筆
」

と
い
う
こ
と
ば
も
み
え
、

ロ
ン
ギ
と

演
劇
と
の
関
係
が
生
じ
た
。
そ
の
後
ゴ
ー

ル
ド

ニ
は
、
再
び

(参
考
文
献
④

勺
も。
〇
一)
自
然
を
伝
え
、
カ
ン
ヴ

ァ
ス
の
上
に
人
間

の
特
性
と
熱
情
を

の
せ
る
稀
な
才
能

の

人
と
し
て
ロ
ン
ギ
を
賞
え
て
い
る
。

ロ
ン
ギ
の
こ
と
を

「
絵
画
の
ゴ
ー

ル
ド

ニ
」

と

い
っ
た
の
は
ラ
バ
で
あ

っ
た

(参
考
文
献
⑰

づ
』
ら
)
が
、

絵
画
に
お
け
る

ロ
ン
ギ

‐so‐



を

演
劇

の
ゴ

ー

ル
ド

ニ
と

の
類
比

に
お

い
て
み
る
み

か
た

は
、

そ

の
後

ひ

き

つ
づ

き
お

こ
な
わ
れ
、

十

八
世

紀

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
の
趣
味

の
共

通
性

に

つ
い
て
わ
れ

わ
れ

に
興
味

ふ
か

い
感
慨
を

与
え

る
も

の
で
あ
る
。

ま
た
ゴ

ッ

ツ
ィ
は

ロ
ン
ギ

と

テ
ィ

エ
ポ

ロ
を

比
較
し

、

ロ
ン
ギ

を

「
現
実

の
画
家
」

(参

考

文
献

⑤
)

と
呼
び

、

テ

ィ
エ

ポ

ロ
は
占
代

風

の
人
物

や
奇
妙

な
性
格

の
人
物

を
描

い
た

が
、

ロ
ン
ギ

は
自

分

の
眼

で
み

た

一
般
的

な

善
良

な
人
間
味

を

よ
び

お

こ
す

よ
う
な
感
覚

で
描

い
た
と
述

べ
て

い
る

(参

考

文
献

⑤
)
。

十
九
世
紀

に
な
る
と
ゴ

ン
ク
ー

ル
兄
弟

は

ロ
ン
ギ
が
ゴ

ヤ
と
共

通
性

を
も

っ
て

い
る

こ

と
を
指
摘

し
、

同

時
に

ラ

ン
ク

レ
ー
や

ヴ

ァ
ト
ー

の
デ

ッ

サ

ン
と

ロ
ン
ギ

の
デ

ッ
サ

ン
が
類

似
し

て

い
る

こ
と
に
も

注
目
し

た

(参

考
文
献

⑮

P

戸

ω
⑩
～
自

)
。

ま
た

べ

レ

ン
ソ

ン
は

ロ
ン
ギ
を
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
の
プ

リ

ン
ス
と
し

て
眺

め
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
十

八
世

紀

の
生
活

ー

人

々

が
装

い
、
踊
り

、

コ

コ
ア
を

の
ん

で

い
る
状

況
を
、

お
し

ゃ

べ
り

や
さ

さ
や
き
や
、

音
楽

の
音

色
と
と
も

に
描

い
た

(参

考

文
献
⑭

O
も

為
ω
～
隷
)

と
述

べ
て
い
る
。

二
十
世

紀

に
な

っ
て
か
ら

の

ロ
ン
ギ
研
究

は

い
ち

だ

ん
と
賑

や
か
に

な
り
、

と
く

に
イ

タ
リ

ア
の
学
界

で
も

ラ

バ
は
風
俗

画
家

、
社
会

画
家

と
し

て

の

ロ
ン
ギ
を
、

デ

ッ
サ
ン
研

究

か
ら

パ
ー

ソ
ナ
リ

テ
ィ
研
究

に
お

よ
ぼ

し

(参
考

文
献

⑰
⑱
)
、

イ
ギ

リ

ス
や

フ
ラ

ン
ス
の
影

響
関

係

を
検

討
し

た
。

つ
い
で
さ
ら

に

ロ
ン
ギ
と

ロ
ン
ギ

の
追

随

者
を

区
別
し

、
不
明

の
作
品

を
追
求

し

て
判

明
す

る

ロ
ン
ギ

の
作

品

の
数

を
増
し
、

様
式

の
特

色
に
ま

で
及

ん
だ

(参

考

文
献
⑳
)
。
ダ

メ
リ

ニ
は
、

ロ
ン
ギ

の
絵

画

は
社
会

的

日
記

で
あ

る
が
、
リ

ア
リ
ズ

ム
の
精

神

は
ま

だ
充

分

で
な

い
と
し

た

(参

考

文
献
⑳
)
。

そ

の
ほ

か
技

術

の
問

題

(参

考
文
献
⑬

⑫
)
、

た
ん

に
賞
讃
す

る

だ
け

で
な
く
、

た
と
ば

フ
ィ
オ

ッ
コ
は
、

ロ
ン
ギ

の

思
考

性

の
欠

如

を
問

題
に
し

(参

考
文
献

⑬
)
、

ア

ル
ス
ラ

ン
は

ヴ

ァ
ト

ー
や

ラ

ン
ク

レ
ー
と

ロ
ン
ギ

が
似

て
い
な

い
と

い
う
指

摘
を

お

こ
な

い

(参
考

文
献
⑳

戸

田

)
、

ロ
ン
ギ

の
表

現
力

の

性
格
を

問
題
に

し
た

(参

考

文
献

⑳
)
。

ロ
ベ

ル
ト

.
ロ
ン
ギ
は
従

来
か
ら

問
題

に
さ
れ

て

い
る

ピ

エ
ト

ロ

・
ロ
ン
ギ

の

「
真
実
」

に

つ
い
て
解

釈
し
、

ブ

ル
ジ

ョ
ワ
ジ
ー

や

低

階
級

の
人

々
を

描

い
た
こ
と
、

ヴ

ァ
ト
ー
や

シ

ャ
ル
ダ

ン
の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
流
れ

や
、

ベ

ル
ガ

モ
や
ボ

ロ
ー

ニ
ァ
の
系
統

と

の
関
連

を

追
求

し

た

(参

考

文
献
⑱

)
。

ヴ

ァ
ル
カ

ノ
ヴ

ェ
ル
は
従
来

知
ら

れ

て
い
な
か

っ
た
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
サ

ン

・
パ

ン
タ

ロ
ン
教
会

の

ロ
レ
ト

の
チ

ャ
ペ

ル
の
壁
画

に

つ
い

て
、

そ
れ
が

ロ
ン
ギ

に
よ
る

こ
と
を

は
じ

め
て
紹
介

し

た
。

ま

た

ロ
ン
ギ

の

一
六

二
枚

の
デ

ッ
サ

ン
に

つ
い
て
も
分
析
し

た

(参

考
文

献
⑫

)

ア

ン
ド

レ

・
シ
ャ

ス
テ

ル
は
、

ロ
ン
ギ
を
評

し

て
、

絵
画

に
お
け

る

一
種

の

モ
リ

エ
ー

ル
と

称

す

べ
き
か
、

あ

る

い
は

よ
く

い
わ

れ

る
よ

う
に
絵
画

に

お
け

る
ゴ

ー

ル
ド

ニ
に
相
当
す

る
と

述

べ
て

い
る
。

そ
し

て

さ
ら
に

こ

の

絵

日
記

の
記
録

的
価
値

に

つ
い

て

は
、
従
来

か

ら
評
価

さ
れ

て
い
る
が
、

そ
れ

以
外

の
絵

画

的
価

値
、

と
く

に
室
内

の

描

き
か

た

に
す

ぐ

れ

た

感

覚

の
あ

る

こ
と

や
、

柔

か
で
よ
く

計

算
さ
れ

た
色

彩
な

ど

に

つ
い
て

は
、

こ
れ

ま

で
認

め
ら

れ

て
い
な

い
ば
あ

い

が
多

か

っ
た
。

と
は

い
え

ロ
ン
ギ

の
芸
術

は
、

ホ
ガ

;

ス
や

シ

ャ

ル
ダ

ン
の
描

く
も

の
と
と

り
ち

が
え
る

こ
と

は
許

さ
れ

な

い
。

(参
考

文
献
⑯

P

謡

O
)

と

し

て
か

な

り
高
く

評
価

し

て
い
る
。

ま

た

ピ

ニ
ャ
ツ

テ

ィ
は

ロ
ン
ギ

の
現
存

す

る

作
品

の
総
目
録

を

制
作

し

て

い
る
。

ピ
エ
ト
ロ

・
ロ
ン
ギ
の
風
俗
画
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ピ

エ
ト
ロ
・
ロ
ン
ギ
の
風
俗
画

(参
考
文

献
⑳
)
。

こ
の
よ
う

な

ロ

ン
ギ
研
究

の
現
状

の
上

に
た

っ
て
、

筆
者

も
ま

た

ロ
ン
ギ

の
絵
画

の

ス
ケ
ー

ル
の
小

さ

い
な
が
ら

セ

ン
ス
に
あ

ふ
れ

た
世

界
ー

ヴ

ェ

ネ

ツ
ィ
ア

の
十
八
世
紀

の
絵

日
記
を
高
く
評

価

し
た

い
と

思
う
。

そ
れ
と
同
時

に
す

で
に
述

べ
た
ご
と
く

、

こ
の
よ
う

な

ロ
ン
ギ

の
世
界

を
維
持

し
て

い
る
微

妙

な
構

造

に

つ
い
て
の
私
見

を
加

え
た

い
が
、

次
項
以

下

で
取

扱
う

こ
と
と
す

る
。

H

す

で
に
前
項

で
多

少
触

れ

た
よ
う

に
、

ロ
ン
ギ

の
独

自

の
作

風
は

一
七
四

一
年

の
日
付

の
あ
る

「
コ
ン

サ
ー
ト
」

(図
版
①
)

に
よ

っ
て
決
定

的

に
な

っ
た
と
考

え
ら

れ

て
い
る
。
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
衣
族

の
邸
内

の

一
室

で
お

こ
な
わ
れ

て

い
る
音
楽

の
演
奏

の
場
面

を
、
当

時

の
室
内

の
情
景

そ

の
ま
ま
に
描

い
て

い
る
。

「
見
た

こ
と
も

な

い
」

歴
史
画

や

「
逢

っ
た

こ
と

の
な

い
」

神
話
上

の
入

物

で
は
な
く
、

身
近

な
光
景

を

ロ
ン
ギ

の
絵
画

に
見
出
し

た
人

々
は
、

こ
れ

こ
そ
ま

さ

に
自
分

た
ち

の
求
め

て

い
た
画
面

だ

と
感
じ

た
の
で
あ
ろ

う
。

フ
ラ

ン

ス
の

ロ
コ

コ
や
ボ

ロ
ー

ニ
ア
系

の
影
響

を
考
慮

に
入
れ
る

と
し

て
も
、

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
の
当
時

の
状
況

の
中

か
ら

で
な
け

れ
ば

生
れ

な
か

っ
た
画
面

ー

ロ
ン
ギ
と

い
う
才
能

を
借

り

て
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
が
生

み
出
し
た
画

面
1

-
そ
れ
が

「
コ
ン
サ
ー

ト
」

だ
と

い

っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の

ほ
か
に
も
四
〇
年
代
初
期
と
み
な
さ
れ
る
作
品
に
、

「
化
粧
」
、
「
ダ

ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
」
、
「
音
楽

の
レ
ッ
ス
ン
」
、
「
図
書
室
の
訪
問
」
、
胴
紳
士

の
眼
ざ
め
」
、
「
病
気
の
女

性
」
、
「
気
絶
」
な
ど
の
ほ
か
、

「
画
家
の
ス
タ
ジ
オ
」
、
「
遊
戯
」
な
ど
の
テ
ー

マ
が
み
ら
れ
る
。

一
七
四
五
年
に
は
サ
ン

・
パ
ン
タ

ロ
ン
教
会

の
壁
画
を
描

い
て
お
り
、

こ
の
前
後
か
ら
所
謂

「
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
」

シ
リ
ー
ズ
が
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

一
七
四
〇
年
か
ら

一
七
五
〇
年
に
至
る
時
期
に
あ
て
は
め
ら
れ
、
正
確

な
決
定
は
ま
だ
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
図
版
②
は
そ
の
中

の

一
枚

で

「
洗
礼
」

の
場
面
で
あ
る
。
情
景
は
教
会

の
内
部

で
、
中
央
に
は
洗
礼
盤
が
描
か
れ
、

一
組

の
お

そ
ら
く
商
人
の
夫
婦
が
子
供
に
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
入
物
は
全
部
で
六
名
描
か
れ
て
い
る
。
色
彩
は
、

ロ
ン
ギ
の
特
色
で
あ
る
や
わ
ら
か
な
パ
ス
テ

ル
調
で
、
流
石
に

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
派
の
伝
統
に
立

つ
土
地
柄
の
名

に
恥
じ
な
い
。
当
時
の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
派

の
描
き
か
た
は
、
色
彩
を
す

こ
し
つ

つ
変
え
て
上
塗
り
を
し
て
い
く
方
法
を
と

り
、
小
さ
な
点

々
の
筆
つ
か
い
を
特
色
と
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
色
調
の
美
し
さ
が

つ
く
り
だ
さ
れ
、

ロ
ン
ギ
も
そ
れ
に
従

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
テ
ー

マ

や
構
図
は

ロ
ン
ギ
独
自
の
も

の
で
あ

っ
た
。
パ
ン
タ
ロ
ン
教
会

の
壁
画
の
翌
年

の

一
七
四
六
年
の
日
付

の
明
瞭
な

「
訪
問
客
を
迎
え
る
女
性
」
や
、

[
代
詐
人
と
そ
の
妻

の
図
」
が
あ
る
。

一
七
四
〇
年
代
に
は
貴
族
の
生
活
に
は
い
り

こ
ん
で
い
る

「
婦
人
帽
子
屋
」
、
「
洋
服
屋
」
な
ど
、
そ
の
ほ
か

「
酔

っ
ぱ
ら
い
」
、
門
紡
ぐ
女
」
、
[
農
家
の

娘
と
ワ
イ
ン
を
飲
む
男
」
、
「
農
家
の
娘
と
音
楽
師
」

の
よ
う
な
庶
民
や
農
民
を
主
題
に
し
た
画
面
も
描
か
れ
て
い
る
。
多
様
な
主
題
が
出
そ
ろ

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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図
版

③

は
そ

の
よ
う
な
農
民

の
生
活

の

シ
リ

ー
ズ

の
中

の

一
つ
で
、

焼
き

あ
が

っ
た

[
ポ

レ
ン
タ
」

と

い
う
菓
子

パ

ン
を

二
人

の
女

が
世
話

し

て
卓

上

に
の
せ

て
い
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

農
家

の

一
間

で
、

向

っ
て
左
側

の
男
が
水

指

を
も
ち

、
右
側

の
男

は
銃

を
整

え

て

い
る

。

壁
面

の
棚

に
は
壷

や
広

口
瓶

が
置
か

れ
、

生

活

の
香

り
が

た
だ

よ

っ
て
い
る
。

一
七

五
〇
年

代

は
、

あ

る
意
味

で
は

ロ
ン
ギ
の
円

熟
期

で
あ
る
が
、

主

題
と

し

て
は

一
七

四
〇
年
代

と

そ
れ

ほ
ど
変

化
は

み
ら
れ

な

い
。

し
か
し

一
七

四
〇
年
代

に
取

扱
れ

た
主
題
が

い
ち
だ

ん
と
深
み
を

増
し
、

ピ

ニ
ャ

ッ
テ

ィ
は

一
中
流
階

級

の
入

々
に
も
も

て
は

や
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
L

(参
考
文

献
⑲

℃
』
O
)

と
述

べ
て

い
る
。

そ
れ

は

「
ピ

ア
ノ

の
レ

ッ
ス
ン
」
、

「
地

理

の

レ

ッ
ス
ン
」
、
「
化
粧
」
、
「
髪

洗

い
」
、
「
家
族

の

コ
ン
サ
ー

ト
」
、
「
訪

問
」
、
「
ト

ラ

ン
プ

遊
び
」

の

よ
う

な
従
来

か
ら

の
主
題

の
ほ

か
に
、

一
薬

屋

の
店
先

」

(図
版

④
)

の
よ
う
な
作

品
が
出

現
し
た

こ
と

に
よ

っ
て
も

明
瞭

で
あ

る
。

ロ
ン
ギ

の
絵

画
が

「
ド
キ

ュ
メ

ン
ト
」

と
し

て
も
重
要

だ
と

い
わ

れ
る

の
は
、

こ
の
よ
う
な
画
面

を
指
す

の
で
あ

る
が
、

た
ん
に
記
録

的
な

意
味
だ
け

で
な
く

、
何
気

な

い
ご

く
あ

り
き

た
り

の
薬

屋

の
店

頭
を
、

こ
の
よ
う

な
落

つ

い
た
筆
致

で
描
く

ロ
ン
ギ

の
境
地

の
よ
う
な
も

の
を
わ

れ

わ
れ

は

こ
の
画
面

か
ら

受
け
と

る

の
で
あ

る
。

画
面
中

央

は
、

こ
の
店

の
主
人

で
あ

ろ
う
薬

剤
師

が
向

っ
て
右

に
立

ち
、

向

っ
て
左

の
女

の
客

の
口
に
、
匙

で
薬
を

の
ま

せ

て
い
る
。
主

人
の
眼
鏡

を
か
け

た
尤

ら
し

い
顔

つ
き

と
、
す

こ
し

の
け
ぞ

っ
て
薬

を
飲

ん

で
い
る
女
性

の
や

や
緊

張
し

た
感
じ

は
、

ま

さ

に
十

八
世

紀

の
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ

ア
の
風
俗
画
を

こ
の

一
枚

で
代
表

し

て

い
る

と

い

っ
て
も

過

言
で
は
な

い
。

さ
ら

に

二
人

の
向

っ
て
右
側

に
は

机

に
向

っ
て
羽

ペ

ン
で
書
き

も

の
を
し

て

い
る

一
人

の
男

が

い
る
。
薬
剤

記
録

か
領
収
書

か

で
あ

ろ
う
。

向

っ
て
左

側

に
は
、

順
番
を

ま

っ
て

い
る

よ
う
な

二
人

の
人
物

が
腰

か
け

て

い
て
、
処

方
箋

か
な
に
か

の
紙
を

み
て

い
る
。

左
手
前

に
は
薬

屋

の
助

手

の
男

の
子

が
鍋
を

火
に
か
け

て
薬

を
煮

て
い
る
。

画
面

の
上
部

に
は
中
央

に
絵
画

が

あ
り
、

そ

の
左
右

の
棚

に
は
薬
瓶
が

載

っ
て

い
る
。

こ
の
同

一
の
系
統

に

「
縫

取
り
師

の
仕
事

場
」
、

「
辻
説
法
」
、

「
占
師
」
、
「
ド

ー
ナ

ツ
売

り

の
女
」

な
ど

の
庶

民
的

な
場

面
が
展
開

す
る
。

「
画

家

の
仕

事
場
」
、

「
小
学

校

の
体

罰
」

な
ど

の
ほ
か
、

一
つ
の
テ
ー

マ
を
何
枚

か

の
画
面

に
描
く
手

法
も
お

こ
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
連

作
は

十
八
世
紀

の
特

色
と

い
わ
れ
、

ク

レ
ス
ピ

の

一
歌
手

の
生
活
」
、
一
サ

ク
ラ

メ

ン
ト
」
、

ホ
ガ
ー

ス
の

「
当
世
風

の
結
婚
」

な
ど

の

シ
リ

ー
ズ
が
あ

り
、

ロ
ン
ギ
と
比

較
さ

れ
る
原
因

と
も

な

っ
て

い
る
。

ロ
ン
ギ

の

シ
リ
ー
ズ

と

し

て
は

「
女

性

の
日
常

生
活
」
、

「
家
族

の
生

活
」
、
「
紳

士

の
遊
び
」
、
「
農
村

の
生
活
」

な

ど

の
ほ
か
に
有
名

な

闇
仮
装

の
人
物

」

の

シ
リ

ー
ズ
が
あ

る
。

「
占

師
」

も

シ
リ

ー
ズ

と

い

っ
て
よ

い
。
図
版
⑤

は
、

「
仮

装

の
人
物
」

の
シ
リ
ー
ズ

の

一
つ
で
、

一
七

五
〇
年
代

の
後
半

(
一
七
五
七
年
頃
)

に
描

か

れ
た
と
考

え
ら

れ

て
い
る
。

こ

の
テ
ー

マ
は
繰
返

し
取

り
扱
わ

れ

て
い
る
が

、
と
く

に

こ
の
時
期

に
多

く

み
ら
れ

る
。
当
時

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
の
よ
う
な
閉
鎖
社
会
で
は
、
住
民
の
ー

と
く
に
上
流
階
級
の
ひ
と
び

と
は
、
ほ
と
ん
ど
顔
が
知
ら
れ

て
お
り
、
顔
を
か
く
し
て
街
を
歩
い
た
り
、
舞
踏
会

へ
出
席
す

ピ

エ
ト

ロ

・
ロ

ン
ギ

の

風

俗

画
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ピ
ェ
ト
ロ

・
ロ
ン
ギ
の
風
俗
画

る
こ
と
が
娯
楽

の
大
き

な
要
素

と

な

っ
て

い
た
と
考

え
ら
れ

る

の
で
、

こ
と
さ

ら
に

こ

の
よ
う

な
服
装
が

好
ま
れ

た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
画

面
は
中
央

に

一
組

の
男
女
が

仮
装
舞
踏
会

の
服
装
を
し
て
歩

い
て
い
る
。
向

っ
て
左
に
同
様

の
服
装

の
人
物
が

一
人
、
奥
に
二
人
。
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
街
中
ー

サ
ン
マ
ル
コ
寺
院
の
近
く
で
も
あ
ろ

う
か
、

人
々

の
雑
踏

の
中

に
、

果
物
籠

を
も

っ
て
売

っ
て
歩

い
て
い
る
庶
民

の
男
や

三
人

の
子

ど
も
が
描

き

こ
ま

れ

て

い
る
。
ま

さ
に

ロ
ン
ギ

の
画
面

が

「
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
の
日
記
」

と

い
わ
れ
る
面

目
が

躍
如

と
し

て
い
る
。

こ
の

「
仮
面

の
人
物
」

は
、
現
在

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
サ

ン

・
ロ
ッ

コ
の
近
く

で
、

サ

ン

・
パ

ン
タ

ロ
ン
教
会

に
も

遠

く
な

い
大
運

河
に
面
し

た
カ
i

・
レ
ッ
ツ
オ

ニ
コ

(
レ
ッ

ツ
オ

ニ
コ
家

の
建

物
)

に
展
観
さ

れ

て
い
る

。

カ
ー

・
レ

ッ
ツ
オ

ニ
コ
は
十

八
世
紀

の
美

術
館

と

い
わ
れ
、

十

八
世
紀

に
貴

族

の
レ

ッ
ツ
オ

ニ
コ
に
よ
り
増
築

さ
れ

た
邸

宅

で
、

ロ
ン
ギ

は

一
七

五
〇
年
代

に
レ

ッ
ツ

オ

ニ

コ
家

の
た
め

に
多
く

の
仕
事

を
し

て

い
る
。

そ

の
中

に
は

ロ
ン
ギ

が

一
七

六
四
年

に
描

い
た
グ

ァ

ル
デ

ィ
の
肖
像
画

も

あ

り
、

「
街
頭

演
舌
」

の
シ
リ

ー
ズ
も

み
ら

れ
る
。
図
版

⑥
は
、

「
巨
人

マ
グ

ラ

ス
」

と

い
う

一
七

五
七
年

の
作
品

で
、
中
央

に
題
名

の
も

と
に
な

っ
て

い
る

マ
グ

ラ

ス
が

立

っ
て
い
る
。

ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に

一
七

三

七
年

一
月

一
日
に

生
れ
た

マ
グ

ラ

ス
は
当

時

の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で

有
名

な
背

の
高

い
人
物

で
七

ブ
ー
ト
あ
り
、
各

地
を
ま

わ

っ
て
自

分

の
背

の
高

い
こ
と
を
み

せ

て
い
た
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア

へ
来

た

の
は

一
七
五
七
年

で
、

ロ
ン
ギ

は
こ

の

巨
人

を
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
貴
族
グ

リ

マ
ニ
の
依

頼

で
画
面

に

し

た
の

で
あ

る
。
帽
子

を
か

ぶ

っ
た

マ
グ

ラ

ス
は
左
手

を
水
平

に
あ
げ

て
立

っ
て
い
る
。

マ
グ

ラ

ス
の
右
奥

に

一
人
、
向

っ
て
左

側

に
六
人
、

右

に
い
る

三
人
は
仮
面

の

服
装

を
し

て
い
る
。
当

時

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア

の
群

衆

が

マ
グ

ラ

ス
を
と
り
ま

い
て
い
る
感
じ
が

よ
く
出

て
い

る
。

こ

の
ほ
か

「
農

民

の
生
活
」

の
シ
リ

ー
ズ

も
相
変
ら
ず

続
き
、

肖
像
画

は
ま
す

ま
す
依
頼

が
増
加

し

て
い
る
。

さ
ら

に

一
七
四
〇
年
代

の
終

か
ら
五
〇
年

代

へ
か
け

て
の
時

期

に
あ

て
は
め

ら
れ
る

「
猟
銃

」

の

シ
リ
ー
ズ

が
あ

り
、

一
七

六
〇
年
代

に
継
続
し

て

い
る
。

一
七
六
〇
年
代

は

ロ
ン
ギ
も
年
令

的

に
六

〇
才

台

で
あ

り

、

さ
ま
ざ

ま
の
変
化
が

み
ら
れ

る
。
主
題

は

相
変

ら
ず

「
歌

の

レ
ッ
ス

ン
」

や

「
コ
コ
ア
の
時

間
」
、
「
家

族

の
会
話
」
、
「
ト
ラ

ン
プ

遊

び
」
、
一
遊
戯
」
、

「修

道
士

の
訪

問

」

な
ど

の
ほ
か
、
肖
像

画
、
農

民

の
シ
リ
ー

ズ
が

つ
づ

く
。
図

版
⑦

は
、

「
居

酒

屋
」

と

い
う

題
名

で
知

ら

れ
る

一
七
六

〇
年

代
中
頃

の
作

品

で
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
下

町

の
庶
民

の
集

る
居

酒
屋

の
光

景
が
、
落

つ

い
た
感

じ
で
描
か

れ
て

い
る
。

大
き

い
卓

を
中

心
に
立

っ
て

い

る

三
人
、
坐

っ
て

い
る

三
人
、

左
手
前

に
腰

か
け

て
い
る

一
人
。

上
部
後

方
に

は

フ
ラ

イ
パ

ン
が

壁
に
か

け
ら
れ
、

い
か

に
も
気
楽

な
雰
囲

気

が
た
だ
よ

っ
て

い
る
。

フ

ラ
ン
ド

ル
風
と

評
さ
れ

る
所
以

で
も
あ
る
。

「
猟
銃
」

の
シ

リ
ー
ズ

は
こ

の
時
期

に
も
描

か
れ
、
有
名

な

「
ラ
グ

ー

ン
で
の
狩

猟
」

は

一
七
六
〇
年

代
と

さ
れ

て
い
る
。

珍

ら

し
く
屋
外

の
光
景

で
、

ラ
グ
ー

ン
は

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
の
海

と
陸

の
中
間

の
沼
地

で
あ

る
。

こ
の
た
あ

に
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
街

は

ア
ド
リ

ア
海

の
荒
波
を

直
接

に
受

け

ず

、

紳

士
た
ち
は

こ

こ
で
鳥
を

射

っ
た
り
し

て

楽
し

ん
だ

の
で
あ

る
。

一
七
六

〇
年
代

の
終
り

に

面

白

い

こ
と

が
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
お

こ

っ
た
。

「
ラ

イ
オ

ン

・
シ

ョ
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1
」

が
お

こ
な

わ
れ

た

こ
と

で
、
図
版
⑧

は

そ
れ
を

ロ
ン
ギ
が
画

面

に
し
た
も

の
で
あ

る
。
画
中

に

一
七

六

七
年

と
あ

り
、
実

際

に
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

で
ラ
イ
オ

ン

・
シ

ョ

ー
が
お

こ
な
わ

れ
た

の
も

そ
の
年

と
考

え
ら
れ

て
い
る
。

当
時

と
し

て
は
珍

し

い
動
物

の
ラ
イ
オ

ン
が
連

れ

て
来
ら

れ
、
小

屋
が
け

を
し

て
人

々
が
見
物

し
た
。
中

央

に

ラ
イ
オ

ン
が
お

り
、

そ

の
手
前

に
芸
を

し

て
い
る
犬

が
い

る
。
奥

の
向

っ
て
右

手
は
音
楽

を
演
奏

す

る
人

た

ち
が

お
り

、
左
手

奥

に
は
主
催

者
と

い
う

の
か
見

せ
る
人

が

い
る
。
左
手

横

は
見
物

人

で
仮
面

の
人

た
ち
も
何

人
か

み

え
る
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
の
人

々
が

ラ
イ
オ

ン
を

珍

し

い
話
題

と
し

て
、

い
れ
か
わ

り
た

ち
か
わ
り

見

に
い

っ
た

様

子
が
判
明

す

る
。

こ

の
絵
画

は
ま
さ

に
そ

の
時

代

に
生

き

て
い
た
絵
画

な

の
で
あ

る
。

図
版
⑨

は

「
猟

銃

の
準

備
」

で
、
中

央

に

一
人

の
人
物

が
向

っ
て
左

を
む

き
、

か

が
ん

で
銃

の
用
意
を

し

て
い
る
。
向

っ
て
右
手

に

二
人

、
左
手

に

一
人
が

い
て
、

や
は
り
銃

を
調
整

し

て

い
る
。

一
七
六
〇
年

代

は
、

色

調
が
怠

え
た
と
も

い
わ
れ

る

が
、
肖

像
画

な

ど
に
は
真

の
傑

作

も
み
ら

れ
る
と
、

ピ

ニ

ャ
ツ
テ

ィ
は
指
摘

し

て
い
る

(参

考
文
献

⑲
)
。

一
七
七
〇

年
代

の
作
品

は
流
石

に
数

が
か
な
り

減
少
し

て

い
る

が
、
や

は
り
す

ぐ
れ

た
も

の
が
多

い
。

肖
像

画
、
「
コ
コ
ア
の
時

間
」
、

一
手

へ
の
接
吻
」
、

「
祖
母

の
訪

問
」

な
ど

の
独

自
の
主
題

の
ほ

か
に
、
農

民

シ
リ

ー
ズ
、

教
会

で
の

■
ざ

ん
げ
」
、

]
街

頭
演

舌
」

な
ど

相
変

ら
ず

は
ば

ひ
ろ

い
主
題

が

つ
づ

い

て
い
る
。
図
版
⑩

は

「
ベ

ネ

デ

ッ
ト

・
ガ

ナ
ソ

ニ
の
肖
像

画
」

で
、

一
七

七
四
年

の

日
付
が
描

き

こ
ま
れ

て

い
る
。
晩

年

の
肖

像

画

の
ひ
と

つ
で
、
豪

華

な
衣
装

に
身

を
包

ん
だ

フ

ェ
ル
ト

ル
の
僧

正
ガ

ナ
ソ

ニ
を
偉
厳

の
中

に
人
間

的
に
示

し
て

い
る
。
図

版
⑪

は

一
七
七
六

年
頃

に
描

い
た
と

さ
れ
る

「
朝

の

コ

コ
ア
」

と

い
う

ロ
ン
ギ

の
晩
年

の
傑
作

の
ひ
と

つ
で
あ

る
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
ど

こ
か

の
貴
族

の
邸

宅
内

の
朝

の

ひ
と
と
き
、

中
央

の
ベ

ッ
ト

に
白

い
寝
巻

姿

で

こ
の
家

の
女

主
人
と
思

わ
れ

る
婦

人
が
上
半
身

起
き

あ
が
り
、

右

手

に

コ
コ
ア
を
う

け
と

ろ
う

と

し
て

い
る
。
彼

女

の
寝

巻

に
は
赤

の
リ

ボ

ン
が

つ
け
ら

れ
、

ベ

ッ
ト
カ

バ
ー
は
薄

赤

で
あ
る
。

彼
女
自

身
ブ

ル
ー

の
ガ
ウ

ン
を
着

て

い

る
。
手
前

に

は
犬
が

お
り
、
彼

女

の
う
し

ろ
に
堂

々
た
る

赤

い
軍
服

姿

の
お
そ
ら
く

彼
女

の
夫
君

と
思

わ

れ
る
入

物
が
左
手

に

コ

コ
ア
を

手

に
し

て
い
る
。

二
人
と
も

か

な
り

の
年

輩

で
あ
る
。

二
入
の
間

に
は

ド
ー
ナ

ツ
が
置

い

て
あ
る
。

朝

の
簡

単

な
食

べ
も

の
と

い

っ
た
と

こ
ろ

で
あ
ろ

う
か
。
画

面

の
手

前

に
執

事

の
よ
う
な

一
人

の
人

物

が

い
て
、
紺

の
服
装

で
左
手

に

コ
コ
ア
を
持

ち
、

右
手

に
書
類
様

の
紙

を

一
枚
持

っ
て

い
る
。

コ
コ
ア

の
お
相
判
と

い

っ
た

と

こ
ろ
で
、

あ
る

い
は
執
事

で
な
く
来

訪

者

か
も
し

れ

な

い
。

い
ち
ば

ん
左

に
男

の
召
使

が
盆

に

の

せ
た
夫
人

用

の

コ

コ
ア
と
お
か
わ

り

の
ポ

ッ
ト

を
も

っ
て
き

て

い
る
か

ら
。
明

か

る

い
多
様

な
色
彩

が
巧

み

に

調
和

し
て
、
無

言

の
う
ち

に
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
の
朝

の
こ
の

よ
う

な
家

の
ひ
と

と
き

の
雰

囲
気

を
伝

え

て
い

る
。

一
七
八
〇
年

代
は

ロ
ン
ギ

の
最
晩
年

で
あ

る
。

一
七
八

五
年

に

は
世

を
去

っ
て

い
る
か
ら

、

そ
れ
ほ
ど

多

く

の
作

品
を

の
こ
し

て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。

し

か
し

[
祖

母

の
訪
問
」

や
珠
玉

の
よ

う
な
肖
像

画
が

い
く

つ
か

遺
さ

れ

て
い
る
。

家

族

の
肖
像

画
も

あ
り
、

「
ア

ル
ブ

リ

ッ
ジ
家
」

や

「
ミ
キ

エ
ル
家
」

の
そ
れ

が
伝
え

ら
れ

て

い

ピ
エ
ト
ロ

・
ロ
ン
ギ
の
風
俗
画
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ピ

エ
ト
ロ
・
ロ
ン
ギ
の
風
俗
画

る
。
図

版
⑫

は

「
ミ

キ

エ
ル
家

の
家

族

の
肖
像

画
」

で
、

マ

ル
カ

ン
ト

ニ
オ

・
ミ
キ

エ
ル

(中
央

の
男
性

)

と

そ

の
母
親

の

エ
レ
ナ

・
コ
ー
ナ
i

(
ミ
キ

エ
ル
の
向

っ
て

右

)
、
向

っ
て
右

の
二
入
は
姉
妹

で
、

エ
レ
ナ
と

チ

ェ
ケ
リ

ア
、

画
面

の
向

っ
て
左

に

二
人

の
子
供

の
手

を

ひ

い
て
い
る

の
は
ミ
キ

エ
ル
の
妻

で

「
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
祭

り
」

の
有

名

な
女

流
作
家

ジ

ュ
ス
テ

ィ
ナ

・
レ

ニ
エ

・
ミ

キ

エ
ル
で
あ

る
。
左
手

う
し
ろ

は
召
使

で

一
番

下

の
子
供
を
抱

い

て

い
る
。
右
手

う
し
ろ

の
長
官

の
肖

像
画

は

ミ

キ

エ
ル
家
出
身

の
人
物

の
も

の
で
あ
ろ
う
。
薄

赤

の
壁
面

を
前

に
、
濃

い
ブ

ル
ー

の
ミ
キ

エ
ル
、
黄

色

の
母
親
、

ブ

ル
ー

の
姉
妹

た
ち

と

い
う

よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
色

調

の
配
慮

が
覗
え
る
。

以
上

の
よ
う

な

ロ
ン
ギ

の
生
涯

に
わ

た
る
制
作

は
、

か
な

り
多

様

で
あ
り

、
多
少

の
変
化

も
あ
り

な
が

ら
、

ほ
と

ん
ど
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
の
風
俗

を
描

い
た
と
い
う
点

で

終

始

一
貫
し

て
い
る
。

i
ロ
ン
ギ

の

一
七
四
〇
年

以
後

の
変

化

は
た
ど
り

に
く

い
L

(参
考

文
献
⑳
)

と

い
う

こ
と

に
も
な

る

で
あ

ろ
う
。
し

か
し

な
が
ら
筆

者
は

そ

の

中

に
あ

え

て
そ
れ

ら

の

一
貫
性
を
支

え
る
微
妙

な
変
化

を

た
ど

る

こ
と

は
、

不
可
能

で
な

い
と
考

え
る
。

次

項

で
そ

の
点
を
取

り
あ
げ

た

い
。

皿

一
七
四
〇
年
代

の
初
期

に
独
自
の
作
風
を
創
り
あ
げ
た
ピ
エ
ト

ロ

・
ロ
ン
ギ
は
、
そ
の
後

一
七
五
〇
年
に
ひ
と

つ
の
深
み

の
あ
る
境
地
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て

一
七
六
〇
年
代
に
は
老
年
期
に
入
り
、

一
七
七
〇
年
代
は
晩
年
と
な
り
、

一
七
八
〇
年
代
は
最
晩
年
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
殆
ど
変
化
す
る
こ
と
な
く
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
風
俗
を
描
い
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ま
ず
、
四
五
年
間
も
同

一
主
題
を
描
く

こ
と
は
、
何
ら
か
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
何
か
と
い
う
こ
と
、
ま

た
微
妙
な
変
化
の
意
味
す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず

ロ
ン
ギ
の
主
題
は
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
た
い

へ
ん
は
ば
ひ
ろ
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
貴
族
の
生
活
や
長

官

の
肖
像
画
か
ら
、
薬
剤
師
、
洋
服
屋
、
農
民
の
生
活
に
い
た
る
ま
で
、
多
様
な
主
題
を
各
年
代
に
わ
た

っ
て
描
い
て
い
る
。
貴
族
中
心
、
農
民
中
心
で
な
く
、
ど
の
階

層
に
た
い
し
て
も
、
同
じ
よ
う
な
真
面
目
な
冷
厳
な
、
し
か
も

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
暖

い
眼
を
向
け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
多
様
性
が

ロ
ン
ギ
を
し
て
生
涯
に
わ
た

っ
て
連

続
的
に
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
風
俗
を
描
か
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に

ロ
ン
ギ
の
画
面
は
約
十
年
ご
と
に
変
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
様
な
主
題
を
ひ
と
と
お

り
通
過
し
た
後
に
、
も
う

一
度
同

一
主
題
を
描
く
さ
い
に
質
の
変
化

(微
妙
な
変
化
)
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

で
は
次
に
そ
の
質
の
変
化
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
色
彩
に

つ
い
て
は
、
筆
者
は
現
在
ま
だ
充
分
に
検
討
し
て
い
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
主
と
し
て
構
図
上

の
問
題
と
し
て
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考
察

し
た

い
が
、
初
期

に
あ
ら

わ
れ
た
斜

め
上

か
ら

み
お

ろ

す
形
式

の
画
面

構
成

が
、

ほ
と

ん
ど
終

生
変

ら
ず

に

つ
づ

い
て
い
る
。

一
七
六

〇
年

代

に
は
遠

近
法

の
焦
点

が
か

な
り
上

に
な

っ
て

い
る
場
合

も
あ

る
が
、
高

い
位

置

の
客

席
か

ら
舞
台

を
み

お
ろ
し

て

い
る

よ
う

な

画
面

の
み
か

た
を
、

ロ
ン
ギ
は
遂

に
生
涯

に
わ

た

っ
て
変

更
す

る

こ
と
が

な
か

っ
た
。

例

え
ば

一
七
四

一
年

に
犀
が

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

へ
き

た
と
き

の
画
面
も

、
斜

め
上

か

ら
み

お
ろ
し

た
視
点

に
な
り
、

息

子

の
ア

レ

ッ
サ

ン
ド

ロ
が

そ

れ
を
版
画

化

し
た

と
き
は
、

焦
点
が
上

に
な
り
、

台

の
上

面

が
み
え

な
く

な

っ
て

い
る
。

こ

の
よ

う
な
焦

点

の
下

っ
た
画
面

は
、

い
き
お

い
小
画
面

と

な
り

、
す

で

に
述

べ
た

よ
う

に

ロ
ン
ギ
の
画
面

の
実
際
上

の
寸
法

が
小

さ

い

こ
と
も
そ

れ
と
相

応
じ

て

い
る
。

し
か

し
な
が

ら

ロ
ン
ギ

の
発
見
し

た
小
画

面

は
、

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
の
風
俗

を

ま
と

め
る

の
に
は
、

た

い

へ
ん
都

合
が

よ
か

っ
た

が
、

や

や
も
す
れ

ば

マ
ン
ネ

リ
ズ

ム
に
な

り
、

永
続
性

が

な
く

な
る
危
険
性

を
は

ら
ん

で

い
る
。

実
際

に

一
七
四
〇
年

代

、

五
〇
年
代

、
六

〇
年

代

そ
れ
ぞ
れ

に

「
コ
ン
サ
ー

ト
」
、

「
化
粧
」
、
「
遊
戯
」

な
ど

の
作

品

で
、

わ
れ

わ
れ

は

ロ
ン
ギ

の
画

面
が

ど
う

に
も
展
開

し

な

い
く
ら

い
小

さ

く
な

っ
て

し
ま
う

の
を
見
出

す

こ
と
が
で
き

る
。

と

こ
ろ

が
農
民

シ
リ

ー
ズ

や
珍

し

い
主
題

に
出

あ

っ
た

と
き

、
画
面

の
場
面

が
か

な
り

大
き
く

ひ
ろ

が
り
、
次

の

一
〇

年

代

の

[
化
粧

」

や

[
遊
び
」

の
シ
リ

ー
ズ
が

、
再
び

小

画

面

な
が

ら
多

少

ひ
ろ
が

っ
た
形

で
あ

ら
わ

れ

て
く

る

と
思
う
。
初

期

の

「
コ
ン
サ
ー

ト
」

以
下

で
出

つ
く

し

て
し

ま

っ
た
と
思

わ
れ
る
風
俗

的

主
題

は
、
「
ボ

レ

ン
タ
」

な
ど

の
農

民
的

主
題

で
焦
点
を
多

少

と
も
画

面

の
上

に
あ
げ

、
「
薬

屋

の
店
先
」

の
よ
う

な
作

品

に
展

開
す

る

と
思

わ
れ

る
。

何

故
に

ロ
ギ

ン
が
農
民

的

主
題

に

お

い
て
焦

点

を
多

少
と

も
画
面

の
上

に
あ

げ

る
か

は
詳

細

に
し

え
な

い
。

し
か

し
気
分

的

に
か

な
り

気
楽

に
な
る

こ
と

と
、

し
ば

ら

く
は

な
れ

て
い
た
新
し

い
主
題

に
た

い
す
る

気
が
ま

え
と

い
う

よ
う
な
も

の
が

、
視

点
を
変

更
す

る

と
推

測
さ
れ
る
。

初
期

の

「
サ
ク
ラ

メ

ン
ト
」

に
お

い

て
、

わ
れ

わ
れ
は

新
し

い
主
題

へ
の
意

欲

を
読

み

と
る

こ

と
が

で
き

る
。

「
巨

人

マ
グ

ラ

ス
」
、

[
ラ
イ

オ

ン

・
シ

ョ
ー
」
、

一
象
L

な
ど

の
珍

ら
し

い

主
題

に
た

い
し

て

は
、

ロ
ン
ギ
は
意
識

的

に
か
無
意
識
的

に

か
、

視

点
を

や

や
変

更
し

て
取

扱

っ
て
い
る
。
筆

者

は

こ

の
よ

う

な
刺

激
が
、

ロ
ン
ギ

の

一
見

し

て
同

一
様

式
と

思
わ
れ

る
も

の
を

維
持

し
、

継
続
す

る

エ
ネ

ル
ギ
ー

に
な

っ
て

い
る
と

考
察

す
る

も

の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と

は

ロ
ン
ギ

が
当
時

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
貴

族

た
ち

だ
け

の
画
家

で
は

な
く
、
本
質

的

に
庶
民

的
な
も

の
、
農

民
的

な
も

の
の
基
盤

の
上

に
た

っ
て
描

く

画
家

で
あ

っ
た

こ
と
を

示
す
と

い
え

よ
う
。

一
居

酒
屋
」

(
図

版
⑦

)、

「
猟
銃

の
準

備
」

(図
版

⑨
)

な

ど

に
、

わ
れ
わ

れ
は
全
く

他

で
は
み
ら

れ
な

い

ロ
ン
ギ

の

一
面

を

発
見

す
る
。

も
ち

ろ
ん

こ
れ
は

ロ
ン
ギ

の
す

べ
て

で
は

な

い
の
で
あ

る
。

し

か
し
各

一
〇
年

代

の
さ
ま
ざ

ま

の
時

点

で
、

常

に

こ
こ
に
達
し
得

る
と

い
う

こ
と
が
、

ロ
ン

ギ

の
柔
軟

性

を
形

成
し

て

い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

な

と

こ
ろ

へ
は
ば

を

ひ
ろ
げ

て
、
し

か
も
再

び
常

に
貴

族

の
邸

宅
用
や

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
の
街
角

を
描

く
才
能

こ
そ

が
、

ロ
ン
ギ

の
世
界

ー

ロ
ン
ギ

の
美

を
成
立

さ

せ
て

い

る
と

い

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

ピ

エ
ト

ロ

・
ロ
ン
ギ

の
風

俗

画

6i
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ピ
エ
ト

ロ
・
ロ
ン
ギ
の
風
俗
画

お
そ
ら
く

貴
族

の
世
界
だ
け

を
描

い

て
い
た

の
で
あ

れ

ば
、

ロ
ン
ギ

の
世
界

は

一
七

四
〇
年
代

で
終

っ
て

い
た
か
も

し
れ
な

い
。

一
見
し

た
と

こ
ろ
弱

そ
う

に
み

え
る

ロ
ン
ギ

の
世

界
も

、

実
は
氷
山

の
底
部

の
よ
う

な

エ
ネ

ル
ギ
ー

を
常

に
蔵

し

て
い
た

の
で
あ
る
。

た
し
か

に

「
ロ
ン
ギ

の
画

面
は
当

時

の
貴
族

を
告

発
し
、
さ
ら

し
台

に

の
せ
て
は

い
な

い
」

(参
考
文

献
⑲

)

の
で
あ

り
、

そ
の

点

で
ホ
ガ
ー

ス
な
ど
と

は
異

っ
て

い
る
。

常

に

お
だ

や
か
な

ほ
ほ
え
み

を
た
た
え

な
が
ら
、
常

に
自
己

に
き
び

し
く
、

主
題

の
多

様

さ
と
表

現

の
変

化
を
識

ら
ず
知
ら

ず

に
実
際

の
仕

事

の
中

で
こ
な
し

て
行

っ
た
画
家

と

し

て
、
筆

者
は

ピ

エ
ト

ロ

・
ロ
ン
ギ

を
特
色
づ

け
た

い
と
思

う
。後

注

④

カ

ッ
タ
ウ

ィ
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
土

に
及

ぶ
美
術

上

お

よ
び

演
劇

上

の
バ

ロ

ッ
ク
様

式
と

ロ

コ
コ
様

式

に

つ
い
て
あ
と
づ
け

た
最
近

の
研
究
文

の
中

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
の
項

で
次

の
よ
う

に
の

べ
て
い
る
。

す
な

わ
ち

「
イ

タ
リ

ア
全
土

で
、
絵
画

の
天
分

を
も

っ
た
入

た

ち
が
眠

っ
た
り
消

え

て
し

ま

っ
た
よ
う

に
み
え
る
と
き

、
ヴ

エ

ネ

ツ
ィ

ア
で
は
絵

画
は
ま

だ

そ
の
若

い
生
命

を
保

っ
て

い
た
。

美
し
く

輝
く
ば

か
り

の
仕
上
げ

を
示
す

十

八
世
紀

の
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
の
軽
妙

で
空
気

の
よ
う

に
優

雅

な

様

式
を
、

ド
イ

ツ
人
た
ち

と
同

列

の

ロ
コ
コ
と

い
う
名

で
よ

ぶ
必
要
が

あ
る
だ

ろ
う
か
。

し
か
し

ピ

ア

ツ

ェ
ッ
タ

(一
①
co
ω
～
一刈
α
ら
)

の
カ

ラ
ヴ

ァ
ジ

ォ
的
な
光
線

の
使

用
法

や
、

テ
ィ

エ
ポ

ロ
の
透
き
通

っ
た
空

に
は
、
厳

密

な
意
味

で
の

ロ

コ
コ
の
何

を

見
出
し

た
ら
よ

い

の
か
。

私
は
む

し
ろ
ジ

ェ
ノ

ワ
生
れ

の
偉

大
な

幻
想
家

マ
ニ
ャ

ス
コ

(
μ①
O
刈
～

一刈
蔭
刈
)

の
不
気
味

な
夢

幻
的

な
気
ま

ぐ

れ
さ

や
、

ロ
ン
ギ

の
人
間

味
あ

ふ
れ
る
光
景

や

、

と
り
わ

け
グ

ァ

ル
デ

ィ

(
一ご

b。
～
ミ
㊤
ω
)

の
全

く
印

象

派
を

思
わ
せ

る
よ
う
な
光

沢
に

ロ

コ
コ
の

甜
真
髄
」

を
見

出

す

で
あ

ろ
う
。
L

(参
考

文
献
⑪

覧
』

ド。。
)
と

。

こ
の
よ

う
な
汎

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
な
見

か
た
は
最
近

の

ロ
コ

コ

研

究

の
共

通
点

で
あ

り
、
筆
者

も

そ
の
よ
う

な
立

場
か
ら

こ
の
問
題
を
検
討

し

た
い
と
思

う
。

も

と
よ

り

ロ

コ
コ
美

術
を
汎

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
な
立

場
か
ら
考
察

す

る

こ

と

は
、

た
ん
に
そ

の
類
似

性
を
指

摘
す

る
に
と
ど

ま
る
も

の
で

は
な
く
、

こ

の
カ

ッ
タ
ウ

ィ
の
研
究

の

よ
う

に
、
同

一
の
地
平

の
な
か

に
そ
れ
ぞ

れ

の
特
質

と
個
性

を

決
定
す

る
も

の
で
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
こ
と

は
、
改

め

て
述

べ
る
ま

で
も

な

い
。

⑧

ピ

エ
ト

ロ

・
ロ
ン
ギ
の
伝

記
は
、

主

と
し

て
彼

の
息
子

で
版
画
家

と
肖
像

画
家

で
あ

り
、

ま
た
当
代

の
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
に
お
け

る
画
家
列
伝
L

(
嵩
①
bO
)

(参

考
文

献
⑥
)

を
出
版

し
た

ア

レ
ッ
サ

ン
ド

ロ

・
ロ
ン
ギ

(と

①
ωω
彗

酔
o
い
o
コ
αq
三

嵩
G。
ω
～

一c。
一
ω
)

の
記
述

に

よ

っ
て
い
る
。

し
か
し

ア

レ

ッ
サ

ン
ド

ロ

・
ロ
ン
ギ
が

父

の
生

年

を

一
七
〇

二
年

と
し

た

の
に
た

い
し
、

ピ

エ
ト

ロ

・
ロ
ン
ギ

の
教

区

で
あ

る
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
サ

ン

・
パ

ン
タ

ロ
ン
教
会

の
死
亡
記
録

で
は

一
七

八
五
年

に
八

五
才

・:



で

死
亡
し

た

こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

教
会

の
記

録

に
よ

れ
ば

一
七

〇
〇
年

に
誕
生

し
た

こ
と
に
な

る

。
し

か
し
多
く

の
研
究
者

と
同
様

に
こ

こ
で
も

ピ

エ
ト

ロ

・
ロ
ン

ギ

の
生
誕
を

、

そ
の
息
子

の
記
述

に
し

た
が

っ
て

一
七

〇

二
年
と

し

て
取

扱
う

こ
と

に
す
る
。

そ

の

た
め
残
年

は
八

三
才

と
な

る
。

◎

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
の
最
盛

期

の
十
六
世

紀

に
比
較

し

て
、

十

八
世

紀

に
は
確

に
貴
族

の
数
は
減

少

し

て

い
た
。

一
七
六

〇
年

代

に

ロ
ン
ギ
が
描

い
た

ピ
サ

ニ
家

の
家

族

の
肖
像
画

が
今

日
わ
れ
わ

れ

に
示
し

て

い
る

よ
う

に
、

結

婚

を
し

な
い
独
身

の
男
性

の
貴
族

の
数

が
各

家

に
増
加

し
、

次
第

に
貴

族

の
後

継
者

が
減

少
し

た
と
考

え
ら

れ

る
。

⑪

少
さ

い
サ

ー
ク

ル
の
中

流
階

級

の

コ
レ
ク
タ

ー
や
文

化

人

の
僧

侶
、
外

人
旅
行

者
、
商

人
な
ど

は

、

ロ
ン
ギ
よ
り
少

し
後

に
絵

画

の
購

入
者

と
な
り

、
グ

ァ

ル
デ

ィ

の
仕

事

な
ど
を
支

え

た
。

(参
考

文
献
⑳
)

⑥

一
ヒ
六

〇
年

に
は

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
貴
族

の
家

に

一
二
、

八

一
九
人

の
召
使

が

い
た
と
伝

え
ら

れ

る
。

貴
族

の
家

に
は

ロ
ン
ギ

の
画
面

か
ら
も

判
明
す

る

よ
う

に
老

皆

男
女

の
召

使
、

そ

の
他

寄
宿

人
が
多

数

い
た
。

そ
し

て
当

時

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

に
は
真

の
意
味

で

の
ブ

ル
ジ

ョ
ワ
ジ

ー
は
存
在

せ
ず

、
共

和
国

の
貴
族

と
商

人
、
職

入
、

低
階
級

の
人

々
が
存

在
す

る
だ
け

で
あ

っ
た
。
貧

民

の
数

は

二
五
、

○
○
○

入

に
の
ぼ

っ
た

。

(参
考

文
献
⑩
)

⑪

ヴ

},
ト
ー
が

一
七

一
九
年

に
描

い
た
有
名

な

「
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア

の
祭

り
」

(
ル
ー
ヴ

ル
美

術
館

蔵

)

は
、

ヴ

η,
ト
ー
が
実

際

に
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ァ

へ
行

っ
た
経
験

な
し

　

　

　

へ

に
描

か
れ

た
も

の
で
あ

る
。

石

造
り

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
街

に
は

思

い
も

よ
ら

な

い
う

つ
そ
う
と

し

た
木

丘
を
背
景

に
、
東
欧

風

の
服

装

の
人
物

や
、
ヴ

ァ
ト

ー
風

の

女

性

た
ち
が

描
か

れ

て
い
る
。

こ
の
版

画
が

カ

ル
ス
に

よ

っ
て

つ
く
ら

れ
、

一
七

三
〇
年
代

に
は

す

く
な
く

と
も

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
各
地

に
出

ま
わ

っ
て

い
た
。

◎

当
時

の
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア
画
壇

で
は

ロ
ザ

ル
バ

・
カ
リ

エ
ラ
や
ナ

ツ
ァ
リ

(]∠
欝
塁
「回)

が

死

に
、

ノ
ガ
リ

(Z
o
,q
霞
圃)、

ウ

ベ

ル
テ

ィ

(⊂
ぴ
窪
ε

、

パ

ス
ケ

ッ
テ

ィ

(【げ
ω
ρ
=
曾
二
)
の
よ
う

な
人

々
は
年

を

と
り
、

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
貴
族

の
肖
像

画
は

ロ
ン
ギ

一
家

の
手

に
ゆ

だ
ね
ら
れ

る

こ
と

に
な

っ
た

。
息

子

の
ア

レ

ッ
サ

ン
ド

ロ

・

ロ
ン
ギ

も
ひ

と
か
ど

の
肖
像

画
家
と

し

て
活
躍

し

て
い

た
。

そ
の
後
次

第

に
台

頭
す

る
ブ

ル
ジ

ョ
ワ
ジ
ー

に
も

迎
え

ら
れ
、
息

子
は
中

産
階
級

の
肖

像
画
家

と
し

て
需

要

が
多

か

っ
た
。
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